
科目名 英語表現Ⅲ (English Expression Ⅲ)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 30時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　浅原　京子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

留学や旅行など、海外での様々な場面にあわせたリスニング・スピーキング・リーディングアクティビティ
を通して、自信を持って基礎的な意思疎通ができるようになることを目標とする。
①各Unitの重要語彙・表現を理解し、話したり書いたりして場面に応じて適切に利用することができる。
②各Unitの場面や話題に沿った図表や文書を読み取り、内容に関する質問に答えることができる。
③各Unitの場面や話題に沿った会話や説明を聴きとり、内容に関する質問に答えることができる。

第3学年 経営情報学科 履修 1 単位 － 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて80％以上
適切に利用することがで
きる。

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて70％以上
適切に利用することがで
きる。

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて60％以上
適切に利用することがで
きる。

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて60％以上
適切に利用することがで
きない。

到達目標
②

場面や話題に沿った図
表や文書を読み取り、内
容に関する質問に80％
以上答えることができ
る。

場面や話題に沿った図
表や文書を読み取り、内
容に関する質問に70％
以上答えることができ
る。

場面や話題に沿った図
表や文書を読み取り、内
容に関する質問に60％
以上答えることができ
る。

場面や話題に沿った図
表や文書を読み取り、内
容に関する質問に60％
以上答えることができな
い。

到達目標
③

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に80％以上答えることが
できる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に70％以上答えることが
できる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に60％以上答えることが
できる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に60％以上答えることが
できない。

学習・教育到達目標 (G) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
課題
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 10 10 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 英語表現Ⅰ・Ⅱ

教科書 『My First Trip - Key Phrases for Traveling Abroad』（センゲージ・ラーニング）

補助教材等 辞書

学　習　上　の　留　意　点

・教科書・ノート・英和辞書を毎回必ず持参すること。
・予習をして授業に臨むこと。
・辞書等を使って復習すること。
・音声ファイル（無料）をダウンロードして自学自習に活用すること。
・小テストや発表課題の内容や時期等は別途指示する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

・Practice makes perfect. 語学はスポーツと同じで、学びと練習と思考を積み重ねて身につけるスキルです。続ければ上達
し、分かることが増え、面白くなってきます。1日1分でもいいのでトレーニングを続けましょう。
・Have fun. せっかくだから楽しく。好きな英語の歌や本・映画・動画を見つけたり、English Cafeで英会話を楽しんだり、旅行や
研修で海外に行ったりして、実際に使い、経験しましょう。英語で外の世界を知り、自分の世界を広げましょう。
・Try and get better. 英検やTOEICなど、資格試験も利用して自分のレベルを測り、力を伸ばしましょう。将来の進路を考えな
がら、目標のレベルを具体的に設定し、計画的に勉強しましょう。
・Use common sense. 常識がものをいう。背景知識のある話題の方が理解しやすくなります。日本語でもいいので、日々の授
業や本・新聞等を通して、社会や世界について知り、様々な話題に対応できるように日頃から意識しましょう。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：概要説明
Unit 1
On the Plane

授業の概要を知る。
場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解する。

Unit 3
At the Hotel 1

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 4
At the Hotel 2

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 1
On the Plane 続き

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 2
At the Currency Exchange

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

試験返却・振り返り
Unit 7
Shopping 1

中間試験で間違った個所や苦手な個所を復習す
る。場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内
容を理解し、適切に利用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 5
On the Train / Bus

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 6
Sightseeing 1

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

中間試験の準備

中間試験

Unit 10
Sightseeing 2

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 11
At the Restaurant

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 8
Shopping 2

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 9
At the Post Office

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

総　授　業　時　間　数 30 時間

Unit 12
At the Hospital / Pharmacy

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

期末試験の準備

試験返却・振り返り
前期のまとめ

期末試験で間違った個所や苦手な項目を復習す
る。

期末試験


